
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和８年度  ５月号  令和８年４月２４日 

学校だより 

熊谷市立石原小学校 

＜学校教育目標＞   生きる力 

   － 知・徳・体を高め 未来を拓く－ 

＜校訓＞  

強く 正しく 睦ましく 

      命を守る力を育てる ～第１回避難訓練を実施しました～ 

４月４月１５日（水曜日）に、今年度初めての避難訓練を実施しました。子供たちは落ち着い

て行動し、真剣な表情で取り組む姿が多く見られました。新しい学年となり、環境が変わる

なかでも、しっかりと指示を聞き、安全に避難しようとする姿に、子供たちの成長と意識の

高まりを感じたところです。 

 避難訓練は、単に「上手に避難すること」を目的としたものではありません。校長からは子

供たちに「自分の命を守る力を身に付けるための学びであること」、そして「先生や大人が

近くにいない場面でも、自分で判断し行動することの大切さ」について話をしました。 

避難の基本である「お・か・し・も」（押さない・かけない・しゃべらない・もどらない）は、命

を守るための約束であり、その行動が自分だけでなく、周りの人の命を守ることにもつな

がることを伝えました。 

 また、日ごろ学校で身に付けるものとして、ハンカチは手を拭くだけでなく、災害が起き

た時は口や鼻をふさいで煙を吸い込まないようにする、ケガをした時は止血ができるこ

と、名札は、災害に巻き込まれた時、「〇年〇組の誰なのか」が救急隊の皆さん等にもすぐ

に分かってもらえるといった、命を守る視点から話をしました。 

 本校の校訓「強く 正しく 睦ましく」としては、怖い場面でも落ち着いて行動する「強さ」、

約束を守る「正しさ」、みんなで安全に避難をする「睦ましさ」は、まさに災害時に求められ

る大切な力です。 

 災害はいつ、どこで起こるか分かりません。だからこそ、学校では今後も様々な場面を想

定した訓練を計画的に実施し、子供一人一人が「自分の命は自分で守る」意識を高めていけ

るよう努めてまいります。 

 ご家庭におかれましても、名札やハンカチなど 

日常の持ち物の意味について、お子さんと改めて 

話し合っていただき、毎日身に付けられるよう、 

引き続きご協力をいただければ幸いです。 

、真剣な表情で取り組む姿が多く見られました。新しい学年となり、環境が変わるなかで

も、しっかりと指示を聞き、安全に避難しようとする姿に、子供たちの成長と意識の高まり

を感じたところです。 

 避難訓練は、単に「上手に避難すること」を目的としたものではありません。校長からは子

供たちに「自分の命を守る力を身に付けるための学びであること」、そして「先生や大人が

４月１７日（金）に 

離任式を行いました。

お世話になった先生

方に感謝の気持ちを

伝えることができまし

た。 

 

【離任式】 【始業式】 

４月８日（金）に始業

式を行いました。希望

を胸に、令和８年度が

スタートをしました。 

子供たちには笑顔

があふれていました。 

 


